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ビジネスモデル

ビジョン

Core Businesses Core Competence

取引先
クリエイターなど
パートナー

都市部の
不動産資産

商業
プロデュース
能力

優良顧客
基盤

百貨店事業 SC事業

デベロッパー
事業

決済金融
事業

くらしの
「あたらしい幸せ」
を発明する。くらしに

ワクワクを
プラスする

地域の活力を
高める

環境とともに
生きる社会を
つくる

価値創造する
パートナーを
増やす

多様な人財を
輝かせる

財務資本

人的資本

製造資本

知的資本

社会関係
資本

自然資本

設備投資・成長投資

1,750億円
（2024～26年度累計）

グループ従業員数
約7,400人
（2024年2月末）

大丸・松坂屋
PARCO
GINZA SIX

32店舗
（2024年3月末）

ブランド価値
店づくりノウハウ
売場開発ノウハウ
店舗運営ノウハウ

CVCファンド
20億円
（2024～26年度累計）

グループ主要お取引先数

約9,000社
（2024年2月末）

エネルギー使用量

約422,160MWh
（2023年度実績）

マテリア
リティ

インプッ
ト

戦略と長
期KPI

アウトプ
ット

アウトカ
ム

P.24

リテールの
深化

シナジーの
進化
P.20

ROE

10％
（中長期目標）

女性
管理職比率

40％
（2030年）

高質な
商品・サービス

心踊る
コンテンツ

街のにぎわい

地域コミュニティ
の活性化

循環型
ビジネス

温室効果ガス
排出量削減

地域社会
良き企業市民として、
地域社会の
持続的発展に
貢献します。

Scope1・2
温室効果ガス
排出量

△60％
2030年
2017年度比

お客様
新しい価値の提案を
通じてお客様のこころを
とらえる本物のご満足を

提供します。

株主様
高収益・高効率経営の
実践を通じて

企業価値の長期的な
向上に努めます。

お取引先様
お互いに切磋琢磨

しながら信頼関係を築き、
ともに成長することを

目指します。

地球環境
環境に配慮した
事業活動を通じて
よりよい地球環境を
次世代に引き継ぎます。

従業員
成果と貢献が公正に
評価され能力の発揮と
成長が実感できる
働きがいのある職場を

実現します。

価値創造プロセス

J.フロント リテイリングの
価値創造プロセス
Ｊ.フロント リテイリングは、基本理念およびグループビジョンのもと、ステークホルダーの皆様とともに、時代の変化に即応した
高質で新鮮かつホスピタリティにあふれる豊かな暮らしを創造することに取り組んでいます。
Ｊ.フロント リテイリングの事業活動は、百貨店とパルコを中心に地域とともに成長する豊かなマーケットの創出を絶えずはかっていくことです。
それは、社会の公器として、様々なステークホルダーが共感する新たな価値を創造することに他なりません。
Ｊ.フロント リテイリングが持つ6つの資本を効果的･効率的に活用することにより、グループの事業モデルを循環させ、新たな価値を創造して
いくことが、Ｊ.フロント リテイリングのブランド価値、ひいては社会が共感する新しい価値を創造するプロセスとなっています。
この取り組みを通じ、社会価値と経済価値を両立するCSV経営を実現し、広く社会に貢献するとともに、グループの発展を目指します。

● 既存事業における
業界構造の変容

● 人財獲得競争の激化
● 生活者の価値観や行動の多様化
● 海外消費者の存在感の上昇
● 都市間の格差拡大
● テクノロジー革新への加速
● 環境問題の重要性の高まり

W
ell-Being Life

開発アジェンダの節目の年、2015年の9月25日
－27日、ニューヨーク国連本部において、「国連
持続可能な開発サミット」が開催され、150を超
える加盟国首脳の参加のもと、その成果文書と
して、「我々の世界を変革する：持続可能な開発
のための2030アジェンダ」が採択されました。
当社は、これまで共通価値創造に向け、ISO26000
をガイドラインとしたCSR体系を導入しています。
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02. Value Creation

Value Creation


